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進
め
て
い
る
。
放
射
能
被

災
の
山
側
に
事
業
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答　

山
側
高
線
量
地
区
で

は
な
か
な
か
戻
れ
な
い
、
農

業
も
で
き
な
い
人
も
多
い
と

思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
農
業
地

域
の
活
性
化
、
農
業
者
の
所

得
確
保
、
帰
還
に
む
け
積
極

的
に
進
め
た
い
。

問　

農
地
を
活
用
し
た
太

陽
光
発
電
事
業
で
は
農
地

転
用
、
農
業
者
年
金
、
固

定
資
産
税
等
の
ハ
ー
ド
ル

が
あ
る
、
ど
の
よ
う
に
進

め
る
の
か
。

答　

現
法
の
整
備
計
画
に

の
せ
る
。
ま
た
５
月
施
行

の
新
法
の
活
用
も
見
極

め
、
農
業
者
年
金
の
問
題

等
、
国
に
要
望
し
特
区
制

度
を
利
用
し
て
進
め
る
。

問　

新
法
で
も
規
制
緩
和

は
十
分
で
な
い
。
市
の
取

組
み
強
化
が
必
要
で
は
。

答　

市
の
連
携
を
図
り

全
体
的
に
強
化
し
迅
速

に
す
る
。

問　

新
計
画
で
は
、
詳
細

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
り
局

所
的
除
染
と
い
う
こ
と
だ

が
、
安
心
安
全
に
つ
な
が

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　

除
染
対
象
の
76
％
を

占
め
る
そ
の
他
の
区
域
の

除
染
を
、
効
果
的
効
率
的

に
進
め
加
速
化
を
図
る
。

汚
染
状
況
に
応
じ
て
正
確

丁
寧
に
実
施
、
不
安
の
払

拭
に
努
め
る
。

問　

急
い
で
ひ
と
通
り
除

染
す
る
必
要
は
あ
る
が
、

市
民
が
安
心
で
き
な
く
て

は
意
味
が
な
い
。
市
民
要

望
に
寄
り
添
う
ま
で
い
な

除
染
が
大
事
で
は
な
い

か
。

答　

線
量
を
可
視
化
し
て

高
い
低
い
の
内
容
を
市
民

に
示
し
作
業
計
画
を
創

る
。
ひ
と
通
り
実
施
後
の

再
除
染
の
必
要
も
考
え
ら

れ
る
。

問　

市
は
現
在
津
波
被
災

の
海
側
で
、
太
陽
光
発
電

等
の
再
エ
ネ
基
地
形
成
を

そ
の
他
の
質
問

❶ 

ス
ー
パ
ー
特
区
と
償

却
資
産
税
減
免
の
取
組

❷ 

３
・
11
鎮
魂
の
日
の
条

例
制
定
は

❸ 

東
京
直
通
バ
ス
の
運

行
再
開
を

議員のつぶやき
未

議員のつぶやき
未

さ
れ
て
い
な
い
。
再
稼
働

な
ど
論
外
で
は
。

答　

安
全
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

の
電
源
開
発
と
す
る
べ
き

で
あ
る
。

仮
設
・
借
上
住
宅
の

住
み
替
え
自
由
を

問　

大
震
災
原
発
事
故
か

ら
３
年
た
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

住
む
場
所
を
奪
わ
れ
た

ま
ま
、
住
み
替
え
を
奪

い
、
職
業
を
奪
い
、
結
婚

の
自
由
も
奪
っ
て
い
る
。

健
康
と
命
を
奪
い
、
過
去

と
未
来
も
奪
っ
て
い
る
。

問　

原
発
建
設
・
稼
働
で

大
儲
け
し
て
き
た
「
原
子

力
ム
ラ
」
に
後
押
し
さ
れ

た
阿
倍
政
権
は
、
原
発
再

稼
働
の
方
向
に
行
こ
う
と

し
て
い
る
。

　

市
長
は
原
発
ゼ
ロ
実
現

の
た
め
に
、
そ
の
根
拠
と

対
案
を
明
確
に
示
す
べ
き

で
は
。

答　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
を

図
り
、
脱
原
発
で
復
興
を

成
し
遂
げ
て
い
き
た
い
。

問　

阿
倍
政
権
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
に
は
大
き

な
問
題
が
あ
る
。

　

原
発
永
久
化
を
図
る
計

画
で
あ
る
こ
と
。
原
価
に

入
っ
て
い
な
い
核
の
ゴ
ミ

や
事
故
処
理
費
用
を
考
え

た
場
合
、
原
発
こ
そ
究
極

の
高
コ
ス
ト
電
源
だ
。
安

全
な
原
発
な
ど
あ
り
得
な

い
。
こ
れ
こ
そ
が
原
発
事

故
の
最
大
の
教
訓
だ
。

　

事
故
が
収
束
し
て
い
な

い
。
事
故
原
因
の
究
明
も

　

民
間
借
り
上
げ
住
宅
間

の
住
み
替
え
は
い
ま
だ
に

認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　

自
由
な
住
み
替
え
を
認

め
る
べ
き
で
は
。

答　

生
活
状
況
の
変
化
、

子
供
の
成
長
に
伴
っ
て

様
々
な
問
題
が
出
て
い

る
。
国
・
県
に
対
し
て
住

み
替
え
の
自
由
を
強
く
求

め
て
い
く
。

質問を終えて
　即時原発ゼロの、根拠
を明確に言わなかった市
長に不安も。

質問を終えて
　除染は南相馬市復興の
基礎となる大事業。
　「百年の大計」に後退す
る事などあり得ません。

そ
の
他
の
質
問

❶ 

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
全
世

帯
配
備
早
期
実
現
を

❷ 

完
全
賠
償
を
国
に
強
く

迫
れ

❸ 

賠
償
担
当
部
署
は
市
民

に
寄
り
添
っ
た
対
応
で

までいな除染を！（原町区　大谷地区） 一
般
質
問

即
時
原
発
ゼ
ロ
に

即
時
原
発
ゼ
ロ
に

確
信
を

確
信
を

ま
で
い
な
除
染
で

ま
で
い
な
除
染
で

市
民
に
安
心
を

市
民
に
安
心
を

渡
部 

一 

議
員

志
賀 

稔
宗 

議
員

爆発した福島第一原発
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啓
蟄
と
共
に
始
ま
っ
た
３

月
議
会
。
過
去
最
高
を
更
新

す
る
１
千
213
億
円
の
一
般
会

計
が
上
程
さ
れ
、
議
決
し
ま

し
た
。
議
会
中
の
第
３
回
東

日
本
大
震
災
追
悼
式
で
は
、

あ
の
無
念
な
思
い
に
再
び
涙

し
、
原
子
力
災
害
の
恐
怖
と

憤
り
が
蘇
る
。
そ
し
て
三
寒

四
温
の
中
で
の
卒
業
式
、
鹿

島
区
西
川
原
原
田
団
地
の
復

興
公
営
住
宅
第
１
号
の
竣
工

式
、
原
町
川
俣
線
の
八
木
沢

ト
ン
ネ
ル
起
工
式
、
原
町
区

の
わ
ん
ぱ
く
キ
ッ
ズ
広
場
の

オ
ー
プ
ン
が
あ
り
ま
し
た
。

気
付
け
ば
入
学
式
も
終
わ

り
、
外
を
見
れ
ば
満
開
の
桜

の
中
、
議
会
だ
よ
り
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
こ
の
誌
面
が

市
民
の
皆
様
に
届
く
頃
は
、

風
薫
る
５
月
。
少
し
ず
つ
、

一
歩
ず
つ
新
し
い
南
相
馬
市

が
創
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

小
川　

尚
一

６月の定例会（予定）
●６月11日㈬
　　本会議… 会議録署名議員の指名・会期の決定・

諸般の報告・議案の提出及び説明
●６月16日㈪・17日㈫・18日㈬
　　本会議…一般質問
●６月19日㈭
　　本会議…議案に対する質疑、委員会付託
●６月20日㈮
　　常任委員会…総務、文教福祉、建設経済
●６月25日㈬
　　本議会…委員長報告（質疑、討論、表決）
※この日程は変更されることがあります。
　議会を傍聴する際には、日程をご確認下さい。
●問い合わせ…議会事務局　☎24－5311
市議会ホームページ・本議会インターネット中継をご覧下さい
　市議会のホームページには、市議会の概要や本会議情報、
議員名簿、会議録（本会議）などを掲載していますので、ご
覧ください。
　また、議会の様子を広く市民の皆さんにお知らせするた
め、本会議のインターネット中継を実施しています。イン
ターネット中継では、生中継と録画配信（本議会のおおむね
５日後）でご覧いただけます。あわせてご覧ください。
　下記のアドレスへ、アクセスしてみてください。
　南相馬市議会ホームページ
http://www.city.minamisoma.lg.jp/

広報広聴特別委員会

　議員の皆様は、市民の声を丁寧に拾い、代
弁者としての業務を全うされていた反面、互い
に「市民の為」という大義のナタを振るい、原
発事故により机上に描かれた市内の「分断」を、
観点の不一致による意見の「分裂」で体現し
ている様に感じた。
　震災後加速された少子高齢化現象、原発事
故による生産人口流出や不信感による安心感
の欠落など、抱えている諸問題への挑戦はまさ
に「世界史に残る事例」であり、一地方の仕法
が世界基準になりうる機会だが、それを議論す
る方々（大半が年配の男性）の南相馬市の将
来像不足が、「復興」という汎用語によって曖
昧にされているように思えてならない。
　よそ者の私が興味深いのは、世界に類を見
ない問題を抱える場所に、これだけの市民の
方々が帰還したという事だ。市外の大学へ巣立
つ若者は一考し、「南相馬の魅力は特に無いが、
あえて言うならそこにいる仲間達」と言った。
その「仲間」とは恩師であり、友達であり、バ
イト先の大人や客達だ。南相馬の底力はそんな
「普通の市民」がお互いの「心の復興」を勤労
とし、報徳思想の伝統を継ぐ地である。
　今回施策の柱に「復興大学」があるが、この
取り組みには市民一人一人が「よそ者」をホー
ムステイなどで積極的に「場」を作り迎え入れ、
教え、育て、ここに根付かせるのは、「我」だ
という自覚を精神的復興の「徳」として欲しい。

「復興大学」に期待
（マサチューセッツ州　ケンブリッジ市／

森本　涼さん）

○ 請願・陳情の提出をされる方へ：次回の６月定例会におい
ては、５月 26日㈪午後４時までに提出してください。

（左手前より）小川　尚一、鈴木　昌一、奥村　健郎、田中　京子、田
委員長
中　一正

（右手前より）荒
副委員長
木　千恵子、土田　美恵子、山田　雅彦、小林　正幸

議会
傍聴記

編

集

後後

記

議
会
傍
聴
記
・
６
月
の
定
例
会
予
定
・
編
集
後
記


